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子ども会とは

子ども会の定義

「子ども会」とは、子どもを構成員とする集団であり、
そこに指導者と育成者が加わり成立することを確認。

（全国子ども会連合会ホームページより）

→「子ども会」は、構成員となる子どもたち、
そして指導者や育成者といった大人がいて成り立ちます。



子ども会とは

子ども会の特徴

①異年齢の集団

②遊びを中心とした活動

③子どもの成長

子ども会には具体的に「どのような活動をしなさい」といっ
た定めはありません。

しかし子ども会共通の特徴として、この３つが挙げられます。



子ども会とは

①異年齢の集団

・異なる年齢で一緒に活動する
→社会性を身につけるきっかけ

子ども会は、異年齢の集団です。

異なる学年の子どもが一緒に活動することで、年下への思い
やりや、年上への尊敬の気持ちを育てます。

能力や経験に差が出る異年齢の中で活動することは、子ども
の価値観や視野を広げ、社会性を身につけるきっかけとなり
ます。



子ども会とは

②遊びを中心とした活動

・「楽しい遊び」をベースにした活動
・指導者・育成者は時間・場所・仲間を確保する

子ども会は、遊びを中心とした活動を行います。

レクリエーションをしたり、工作をしたり、お祭に参加した
りと「楽しい遊び」をベースにした活動をします。

そのために指導者・育成者といった大人は、遊ぶ時間、遊ぶ
場所、遊ぶ仲間（場合によっては遊ぶ道具、遊ぶ自由）を確
保します。



子ども会とは

③子どもの成長

・子どもは活動を通して成長する。
・学校や家庭ではできない体験をする。

子ども会は、子どもが成長する場所です。

活動を通して、人とのかかわり方やコミュニケーション方法
を学んだり、未知のことに挑戦したり自主的に取り組んだり
する力をはぐくみます。

学校や家庭だけではできない体験をすることで、子どもたち
の成長を促すことにつながります。



























子ども会とは

子ども会のメリット

①子どもが成長する！

②地域がよりよくなる！

③保護者にとっても成長・交流の場になる！



子ども会とは

①子どもが成長する！

・様々な体験を通して成長する。
・「子どもの手による子ども会」で魅力的な活動を！

子ども会には「子どもの手による子ども会」というキーワー
ドがあります。大人がすべて活動を計画し実行するのではな
く、子どもの力で子ども会を運営していくことで、魅力的な
子ども会活動にしていきましょうという意味です。子ども会
は、子どもが主体で運営していくのが本来の姿です。



子ども会とは

①子どもが成長する！

・様々な体験を通して成長する。
・「子どもの手による子ども会」で魅力的な活動を！

子どもに会場準備を手伝ってもらったり、飾りつけやゲーム
のアイデアを考えてもらったりするだけでも、子どもの活動
体験を色濃くすることができますので、ぜひ実践していただ
けると幸いです。



子ども会とは

②地域がよりよくなる！

・地域内で子どもと大人の距離が近くなる。
・防犯につながる。

子ども会の活動をしていれば、子どもが危ない目に遭いそう
なときに助けてあげられる。知らない人ではないから、子ど
もも信用してくれる。

（愛知県豊川市子連_単位子ども会アンケートより）



子ども会とは

②地域がよりよくなる！

・地域内で子どもと大人の距離が近くなる。
・防犯につながる。

２つ目のメリットは「地域がよりよくなる」ことです。
子ども会活動を地域で行うことにより、地域の大人が子ども
を目にする機会が増え、大人と子どもの距離が近くなります。
地域全体で子どもへの関心が生まれ、子どもの安全を守る
はたらきにつながります。



子ども会とは

②地域がよりよくなる！

また子ども会内でも、育成者と子どもたちが顔見知りになる
ことで、コミュニケーションがぐっと取りやすくなります。

令和４年７月に愛知県・豊川市子連が単位子ども会役員に実
施したアンケートでは、このように書いていただいた方がい
ました。

子ども会の活動をしていれば、子どもが危ない目に遭いそう
なときに助けてあげられる。知らない人ではないから、子ど
もも信用してくれる。

（愛知県豊川市子連_単位子ども会アンケートより）



子ども会とは

③保護者にとっても、成長・交流の場になる！

・子ども会の運営を通して成長する。
・子育て、学校、生活の情報交換の場になる。

３つ目のメリットは、「保護者にとっても、成長・交流の場
になる」ことです。

子ども会は保護者にとっても、普段とは違う体験ができる特
別な場所です。
また複数の保護者が集まることで、自然と情報交換・交流が
生まれます。



子ども会とは

子ども会の組織

各地域の単位子ども会

松阪市子ども会連合会（松子連）

三重県子ども会連絡協議会

全国子ども会連合会



子ども会とは

・子ども会は、異年齢の子どもが集まり、
遊びを中心とした様々な活動を行う。

・子ども会には、
子どもの成長だけではないメリットがある。

・市子連にも加入のメリットがある。

子ども会には様々なメリットがあり、市子連は子ども会運
営のためのサポートを行います。
子ども会活動をするうえで困ったこと、相談したいことが
ありましたら、市子連までお問い合わせください。
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KYT（危険予知トレーニング）

KYTを行う理由

①子ども会には事故の可能性がある。

②子どもに危険回避能力を身に着けてほしい。

③育成者を守るために実施してほしい。

今回、松子連としてKYT研修を実施するのは、各地域、各単位
子ども会でぜひKYTを実施してほしいからです。

なぜKYT実施をすすめるのか、理由は上記の通りです。



KYT（危険予知トレーニング）

①子ども会には事故の可能性がある

・活動を行う以上は事故の可能性がある。
・大人にも子どもにも、事故の危険があることを
理解してもらう必要がある。

遊びがベースにあって「楽しい！」イメージの子ども会でも、
時にはケガをしたり、重大な事故が発生することがあります。

そういった危険は必ず存在しているんだということを、大人
にも子どもにも理解して考えてもらうためにKYTを実施します。



KYT（危険予知トレーニング）

②子どもに危険回避能力を身に着けてほしい

子ども会活動には危険があるからと、危ないからやらないの
では、子どもの経験の機会が失われ成長につながりません。

機会を与えないのではなく、危険がある状況でどうしたら安
全に活動できるのかを子ども自身で考え、危険回避能力を身
に着けてほしいという狙いがあります。



KYT（危険予知トレーニング）

③育成者を守るために実施してほしい

万が一事故が起こったとき、子ども会を運営している大人の
育成者が責任を問われる可能性があります。

ボランティアでも責任問題があります。

そのとき、安全対策を講じていたかどうか重要になるため、
KYTの実施を推奨します。



KYT（危険予知トレーニング）

安全共済会について

・保障されるのは「年間行事計画」に記載された事業のみ
・「事故第一報報告書」にはKYT実施の有無を書く欄がある

万が一子どももしくは育成者がケガをして、安全共済会に医
療共済金を申請する場合、注意事項がいくつかあります。

まず第一に、安全共済会で保障される事業は、事前に市子連
に提出いただいた「年間行事計画」に記載されているものの
みです。活動を行う際、計画段階で必ず年間行事計画を提出
してください。



KYT（危険予知トレーニング）

安全共済会について

・保障されるのは「年間行事計画」に記載された事業のみ
・「事故第一報報告書」にはKYT実施の有無を書く欄がある

次に、「事故第一報報告書」という、事故が起こったときす
ぐに提出する書類があります。こちらにはKYTを実施していた
かどうか書く欄がありますので、ご承知おきください。



KYT（危険予知トレーニング）

子ども会活動と事故

令和4年度に三重県内で起こった事故件数…9件

・ソフトボールの練習中、素振りが他の子の顔に当たって
切創（縫合）
・ドッジボールの練習中に体制を大きく変えたため、腰を
捻って腰痛症（指導者） など

スポーツの練習中や、その往復にもケガが発生しています。
行き帰りのケガについては、交通事故には特にお気を付けく
ださい。



KYT（危険予知トレーニング）

安全な活動のために

・できる限りKYTを実施する
・計画を必ず立てる
・記録(紙、写真、スクリーンショット等)を残す
・反省会を行う
・役員内で常に情報共有する

なるべくKYTを実施し、活動前に必ず計画を立てましょう。
記録(特に開催日のお知らせなど)は、安全共済会の保険申請
で使うこともありますので、保存しておいてください。



KYT（危険予知トレーニング）

安全な活動のために

・できる限りKYTを実施する
・計画を必ず立てる
・記録(紙、写真、スクリーンショット等)を残す
・反省会を行う
・役員内で常に情報共有する

活動の後、役員内で反省会ができると、それぞれの気づきを
報告しあえて次の活動がより安全になります。
最後に、大前提として、計画から配慮事項まで役員内で常に
情報共有を行い、複数の視点で運営できるようにしましょう。



KYT（危険予知トレーニング）

KYTの進め方

絵から危険を

見つける

特に危険なもの

にしぼる
対策を考える

目標を決める発表
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